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本研究による工程を、 1 )リスク評価、 2) 被害評価、 3) セキュリティ対策、 4) 実システムへの適用の 4 工程
に分けることにより各工程の意義および役割を明確に評価可能とした。また、工程を分離したことにより変更が発生
した場合でも変更箇所は核当工程の必要箇所および関連箇所のみの変更にて対応可能となる。
ここで、 1 )から 3) は、遵守すべき規定や予想されるリスクおよび利用可能な技術などについて検討する基礎的
工程であり、 4) は、基礎的工程をもとに実システムの運用形態や規模について検討する工程である。






この方式を 2 種類の医療情報システム( 1 :広域放射線治療用データベースシステム (ROGAD: Radiation Oncology 
































ュリティ対策を施すことにより既存の方式と同等の安全性を確保しながら、それぞれ 61% 、 63%の改善が認められ
過不足ない最適なセキュリティ対策が実施できた。
本方式を利用することにより、知識および対策コストの問題により医療情報システムの構築に鴎路していた施設へ
の医療情報の有効活用への貢献を高く評価でき、保健学博士の学位に値するものと認める。
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